
(57)【要約】

【課題】　椎間円板の解剖学的機能および生理学的機能

を修復すべく、線維輪の髄核腔内に最小侵襲的に注入さ

れる人工髄核インプラントを提供することにある。

【解決手段】　ディスペンサを有し、該ディスペンサが

、（ｉ）近位部分、遠位部分、入口端および出口端を備

えたプランジャと、（ｉｉ）プランジャの近位部分に取

付けられた分配アクチュエータと、（ｉｉｉ）流体状態

の相変化生体材料を収容するための、プランジャの入口

端に挿入できるカートリッジとを備えている、相変化生

体材料を組織部位に供給する器具。ディスペンサは、機

械的、空気圧または流体圧で作動できる。ディスペンサ

には更に、生体材料を組織部位に分配するための、カー

トリッジに取付けられるノズルを設けることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 相 変 化 生 体 材 料 を 組 織 部 位 に 供 給 す る 器 具 に お い て 、
　 （ ａ ） デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） を 有 し 、 該 デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） は 、
　 　 （ ｉ ） 近 位 部 分 、 遠 位 部 分 、 入 口 端 お よ び 出 口 端 を 備 え た プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） と 、
　 　 （ ｉ ｉ ） プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） の 近 位 部 分 に 取 付 け ら れ た 分 配 ア ク チ ュ エ ー タ （ ７ ４ ）
と 、
　 　 （ ｉ ｉ ｉ ） 流 体 状 態 の 相 変 化 生 体 材 料 を 収 容 す る た め の 、 プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） の 入 口
端 に 挿 入 で き る カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） は 、 機 械 作 動 型 、 空 気 圧 作 動 型 ま た は 流 体 圧 作 動 型 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） は 更 に 、 生 体 材 料 を 組 織 部 位 に 分 配 す る た め の 、 カ ー ト リ ッ
ジ （ ８ ０ ） に 取 付 け ら れ る ノ ズ ル （ ９ ０ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 組 織 腔 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 更 に 有 し 、 該 ユ ニ ッ ト は 、 ノ ズ ル （ ９ ０ ） に 流 体 連 通 す る 入
口 端 お よ び 生 体 材 料 を 組 織 部 位 に 供 給 で き る 出 口 端 を 備 え た 導 管 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 所 定 時 間 の 経 過 後 、 温 度 変 化 後 、 ま た は 放 射 線 、 Ｕ Ｖ 光 ま た は 電 気 的
刺 激 等 の 外 部 刺 激 に 露 出 さ れ た と き に 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） を 第 一 チ ャ ン バ （ ８ １ ） 内 に
貯 蔵 し か つ 第 二 流 体 生 体 材 料 （ ８ ４ ） を 第 二 チ ャ ン バ （ ８ ３ ） 内 に 貯 蔵 す る 二 重 チ ャ ン バ
型 カ ー ト リ ッ ジ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） は 更 に 、 カ ー ト リ ッ ジ 先 端 部 （ ８ ６ ） を 有 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ノ ズ ル （ ９ ０ ） は 更 に 、 近 位 端 の ベ ー ス （ ９ ２ ） と 、 複 数 の 内 部 混 合 フ ィ ン と を 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ノ ズ ル （ ９ ０ ） の 遠 位 端 は テ ー パ 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 組 織 腔 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、 入 口 針 （ ５ ２ ） と 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ （ ５ ４ ） と 、
栓 塞 子 （ ５ ３ ） と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 入 口 針 （ ５ ２ ） は 、 髄 核 腔 内 へ の 初 期 ア ク セ ス を 行 う べ く 、 約 ０ ． ０ １ ０ ～ ０ ． １
０ ０ イ ン チ の 外 径 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ （ ５ ４ ） は 約 ０ ． ０ ５ ０ ～ ０ ． ４ ０ ０ イ ン チ の 外 径 を 有 し 、 前 記 栓 塞 子
（ ５ ３ ） は 線 維 輪 （ １ ２ ） の 組 織 を 拡 大 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記
載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ （ ５ ４ ） お よ び 栓 塞 子 （ ５ ３ ） は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ
レ ン 、 Pebax ( R ) 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ナ イ ロ ン ま た は デ ル リ ン 等 の サ ー モ
ポ リ マ ー ま た は ス テ ン レ ス 鋼 ま た は Nitinol ( R ) 等 の 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
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１ ２ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） は 、 約 １ 分 後 に 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る 生 体 材 料 を
混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） は 、 約 ３ 分 後 に 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る 生 体 材 料 を
混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） は 、 約 ５ 分 後 に 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る 生 体 材 料 を
混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 約 ７ ０ ～ １ ２ ０ ° Ｆ の 温 度 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 約 ８ ５ ～ １ ０ ０ ° Ｆ の 温 度 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） は 親 水 性 ポ リ （ ア ル デ ヒ ド ） を 含 み 、 第 二 流 体 生 体 材 料
（ ８ ４ ） は 、 ポ リ （ ア ミ ド ） 、 ポ リ （ ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア ル コ ー ル ） の う ち の 少 な く
と も １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） は ポ リ （ ｎ － ビ ニ ル ラ ク タ ム ） 成 分 を 含 み 、 第 二 流 体 生
体 材 料 （ ８ ４ ） は キ ト サ ン 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 水 と 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ
Ｐ Ｏ ） 非 イ オ ン ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー と の 混 合 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 器
具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 生 体 材 料 成 分 は 更 に 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 ／ ポ リ プ ロ
ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｐ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 お よ び 界 面 活 性 剤 、 ア ル コ ー ル 、 酸 、 塩 、 ア ミ
ン お よ び こ れ ら の 混 合 物 を 含 む 他 の 親 水 性 配 合 物 の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 改 善 す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 の 線 維 輪
の 髄 核 腔 内 に 人 工 椎 間 円 板 を 作 る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 髄 核 腔 に ア ク セ ス す る 段 階 と 、
　 （ ｂ ） 人 工 椎 間 円 板 （ １ ０ ２ ） を 髄 核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 と を 有 し 、 人 工 椎 間 円 板 （ １
０ ２ ） は 相 変 化 生 体 材 料 か ら な り 、
　 （ ｃ ） 所 与 の 条 件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 許
容 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 人 工 髄 核 （ １ ０ ２ ） を 髄 核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 の 前 に 、 髄 核 腔 か ら 生 体 髄 核 （ １ ４ ） を
除 去 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 相 変 化 生 体 材 料 は 複 数 の 生 体 材 料 成 分 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 所 定 時 間 の 経 過 後 、 温 度 変 化 後 、 ま た は 放 射 線 、 Ｕ Ｖ 光 ま た は 電 気 的
刺 激 等 の 外 部 刺 激 へ の 露 出 後 に 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 生 体 髄 核 （ １ ４ ） を 除 去 す る 段 階 は 、 灌 注 、 吸 引 、 化 学 的 髄 核 分 解 お よ び 把 持 の う
ち の １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 生 体 材 料 成 分 は 、 流 体 状 態 で 約 ５ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 下 お よ び 固 体 状 態 で 約 １ ０ ０ ，
０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 の 粘 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 人 工 髄 核 注 入 段 階 は 、 生 体 材 料 成 分 を 混 合 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 生 体 材 料 成 分 は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） お よ び 第 二 流 体 生 体 材 料 （ ８ ４ ） を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 Ｕ Ｖ 光 に 露 出 さ れ る と 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 電 気 的 刺 激 に 露 出 さ れ る と 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 混 合 後 約 １ 分 間 で 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 混 合 後 約 ３ 分 間 で 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 混 合 後 約 ５ 分 間 で 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 約 ７ ０ ～ １ ２ ０ ° Ｆ の 温 度 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 約 ８ ５ ～ １ ０ ０ ° Ｆ の 温 度 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） は 親 水 性 ポ リ （ ア ル デ ヒ ド ） を 含 み 、 第 二 流 体 生 体 材 料
（ ８ ４ ） は 、 ポ リ （ ア ミ ド ） 、 ポ リ （ ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア ル コ ー ル ） の う ち の 少 な く
と も １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 一 流 体 生 体 材 料 （ ８ ２ ） は ポ リ （ ｎ － ビ ニ ル ラ ク タ ム ） 成 分 を 含 み 、 第 二 流 体 生
体 材 料 （ ８ ４ ） は キ ト サ ン 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 生 体 材 料 は 、 水 と 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ
Ｐ Ｏ ） 非 イ オ ン ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー と の 混 合 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 生 体 材 料 成 分 は 更 に 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 ／ ポ リ プ ロ
ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｐ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 お よ び 界 面 活 性 剤 、 ア ル コ ー ル 、 酸 、 塩 、 ア ミ
ン お よ び こ れ ら の 混 合 物 を 含 む 他 の 親 水 性 配 合 物 の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
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　 内 視 鏡 手 術 器 具 を 用 い て 遂 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 透 視 装 置 ま た は 他 の 撮 像 ま た は 解 像 度 増 強 器 具 の 補 助 に よ り 遂 行 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 改 善 す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 の 線 維 輪
の 髄 核 腔 内 に 人 工 椎 間 円 板 を 作 る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 髄 核 腔 に ア ク セ ス す る 段 階 と 、
　 （ ｂ ） 髄 核 腔 内 に ス カ フ ォ ー ド を 挿 入 す る 段 階 と 、
　 （ ｃ ） 人 工 椎 間 円 板 （ １ ０ ２ ） を 髄 核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 と を 有 し 、 人 工 椎 間 円 板 （ １
０ ２ ） は 相 変 化 生 体 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 所 与 の 条 件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 許 容 す る
段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 人 工 髄 核 （ １ ０ ２ ） を 髄 核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 の 前 に 、 髄 核 腔 か ら 生 体 髄 核 （ １ ４ ） を
除 去 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 相 変 化 生 体 材 料 は 複 数 の 生 体 材 料 成 分 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 ス カ フ ォ ー ド は 、 プ リ フ ォ ー ム 押 出 成 形 金 属 で 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 ス カ フ ォ ー ド は 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 シ リ コ ー ン お よ び Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 等 の 高
い デ ュ ロ メ ー タ 硬 度 を 有 す る プ リ フ ォ ー ム 押 出 成 形 プ ラ ス チ ッ ク で 作 ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 ス カ フ ォ ー ド は 、 そ の 場 で 固 化 す る 注 入 可 能 な 発 泡 体 で 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 復 元 す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 を 修 復 す
る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 相 変 化 生 体 材 料 を 最 小 侵 襲 態 様 で 椎 間 円 板 に 供 給 す る 装 置 を 設 け る 段 階 と 、
　 （ ｂ ） 相 変 化 生 体 材 料 を 椎 間 円 板 に 注 入 す る 段 階 と 、
　 （ ｃ ） 所 与 の 条 件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 許
容 す る 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 相 変 化 生 体 材 料 は 、 硬 化 を 開 始 さ せ る 使 用 時 点 で 混 合 で き る 複 数 の 生 体 材 料 成 分 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 生 体 材 料 成 分 を 混 合 し て 硬 化 を 開 始 さ せ か つ 混 合 さ れ た 生 体 材 料 を 流 体 状 態 で 椎 間
円 板 に 供 給 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 最 小 侵 襲 技 術 を 用 い て 、 損 傷 を 受 け ま た は 罹 病 し た 髄 核 （ １ ４ ） を 椎 間 円 板 か ら 除
去 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 相 変 化 生 体 材 料 を 椎 間 円 板 に 供 給 す る 装 置 は 、
　 （ ａ ） デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） を 有 し 、 該 デ ィ ス ペ ン サ （ ７ ０ ） は 、
　 　 （ ｉ ） プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） を 備 え 、 該 プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） は 、 近 位 側 部 分 お よ び 遠 位
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側 部 分 と 、 入 口 端 お よ び 出 口 端 と を 備 え 、
　 　 （ ｉ ｉ ） 前 記 プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） の 近 位 側 部 分 に 取 付 け ら れ た 分 配 ア ク チ ュ エ ー タ （
７ ４ ） と 、
　 　 （ ｉ ｉ ｉ ） 流 体 状 態 の 相 変 化 生 体 材 料 を 収 容 す る た め の 、 プ ラ ン ジ ャ （ ７ ６ ） の 入 口
端 内 に 挿 入 で き る カ ー ト リ ッ ジ （ ８ ０ ） と を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 最 小 侵 襲 技 術 を 用 い て 椎 間 円 板 か ら 髄 核 （ １ ４ ） を 除 去 す る 段 階 は 、 灌 注 、 吸 引 、
化 学 的 髄 核 分 解 お よ び 把 持 の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 「 人 工 髄 核 （ Artificial Nucleus Pulposus） 」 の 名 称 に 係 る ２ ０ ０ ３ 年 １ 月
１ ７ 日 付 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ４ ４ １ ， ０ ３ ８ 号 （ 該 出 願 の 全 開 示 を 本 願 に 援 用 す る ）
の 優 先 権 を 主 張 す る 非 仮 特 許 出 願 で あ る 。
　 本 発 明 は 、 広 く は 人 工 椎 間 円 板 髄 核 （ artificial intervertebral disc nucleus） に 関
し 、 よ り 詳 し く は 、 変 性 し た 椎 間 円 板 の 、 本 来 の 解 剖 学 的 か つ 生 理 学 的 機 能 の 修 復 可 能 性
を 有 す る 注 入 可 能 な 人 工 椎 間 円 板 髄 核 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 背 痛 は 、 米 国 で ホ ー ム ド ク タ ー を 訪 れ る 第 一 の 原 因 で あ り １ ０ ０ ０ 万 人 以 上 の 人 々 に 影
響 を 与 え か つ 米 国 で の ヘ ル ス ケ ア 費 用 の 唯 一 の 最 大 原 因 と な っ て お り 、 間 接 的 お よ び 直 接
的 費 用 は 年 間 ５ ０ ０ 億 ド ル 以 上 に 達 す る 。 Rogersお よ び Harrington両 博 士 は 初 期 業 績 の 先
駆 者 で あ り 、 現 代 の 多 く の 脊 椎 手 術 が 依 然 と し て こ れ ら の 業 績 を 基 礎 と し て い る 。 １ ９ ４
０ 年 代 以 来 、 ロ ッ ド シ ス テ ム 、 フ ッ ク シ ス テ ム お よ び ケ ー ジ シ ス テ ム の 一 連 の シ ス テ ム が
進 歩 し て お り 、 か つ １ ９ ８ ０ 年 代 以 来 、 こ れ ら に 「 骨 ね じ 」 が 付 加 さ れ て い る 。 こ の 時 点
で は 、 癒 合 の 成 功 度 合 い が 高 い こ と か ら 、 有 茎 ね じ （ pedicle screws） が 新 た な 標 準 と な
っ た 。 応 力 破 壊 に よ る 病 状 の ぶ り 返 し が あ っ て も 、 患 者 の よ り 良 い 選 択 お よ び 使 用 表 示 の
精 度 向 上 に よ っ て 、 こ の 技 術 の 再 現 が な さ れ て き た 。 し か し な が ら 、 よ り 大 き い 安 定 性 を
付 与 す べ く 、 こ の 療 法 に 付 属 物 と し て 開 発 さ れ た ね じ 型 癒 合 ケ ー ジ も ま た 、 応 力 破 壊 お よ
び 高 い 再 介 入 割 合 に 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 十 年 来 、 多 く の 新 し い 製 品 が 開 発 さ れ か つ 大 き く 普 及 し て い る 。 椎 体 間 脊 椎 ケ ー ジ
、 頚 部 平 板 固 定 シ ス テ ム 、 癒 合 お よ び 痛 み の た め の 電 気 的 マ イ ク ロ 波 刺 激 、 よ り 最 近 で は
人 工 椎 間 円 板 、 人 工 椎 間 円 板 核 お よ び 骨 成 長 因 子 は 、 全 て 、 平 行 方 針 に 沿 っ て 進 歩 し て い
る 。 こ れ ら の 外 科 的 進 歩 を 考 慮 し て も 、 侵 襲 性 の 小 さ い 手 術 が 依 然 と し て 要 望 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 こ こ に は 、 上 椎 骨 ３ ４ と 下 椎 骨 ３ ６ と の 間 に 納 め ら れ た 椎 間 円 板 １
０ が 示 さ れ て い る 。 各 椎 骨 と 椎 間 円 板 １ ０ と の 間 に は 、 椎 骨 終 板 ４ ２ が 存 在 す る 。 図 ２ に
示 す よ う に 、 椎 間 円 板 １ ０ は 、 ２ つ の 基 本 要 素 す な わ ち 、 線 維 輪 １ ２ と し て 知 ら れ て い る
外 周 構 造 体 と 、 髄 核 １ ４ と 呼 ば れ て い る 内 部 緩 衝 物 質 と に 分 け る こ と が で き る 。
　 髄 核 １ ４ は ゼ ラ チ ン 質 で 僅 か に 圧 縮 可 能 な 親 水 性 物 質 で あ り 、 こ れ は 、 僅 か に 後 方 に 位
置 す る 腰 椎 セ グ メ ン ト を 除 く 椎 間 円 板 の 中 心 に 位 置 し て い る 。 線 維 輪 １ ２ は 、 髄 核 １ ４ を
納 め る 、 線 維 軟 骨 か ら な る 丈 夫 な 外 側 カ バ ー で あ る 。
　 髄 核 １ ４ が 、 破 裂 し た 線 維 輪 １ ２ か ら 膨 出 ま た は 脱 出 す る と き 、 こ れ は 、 「 ヘ ル ニ ア 様
椎 間 円 板 」 と し て 知 ら れ て い る 状 態 で あ る 。 図 ３ に は 、 ヘ ル ニ ア 様 髄 核 ２ ２ お よ び 破 裂 し
た 線 維 輪 ２ ４ が 示 さ れ て い る 。 ヘ ル ニ ア 様 髄 核 は 、 こ の 結 果 と し て 局 部 神 経 網 ２ ６ の 分 枝
に 加 え ら れ る 圧 力 の た め 、 患 者 に 激 痛 を 引 起 こ す 。 ヘ ル ニ ア 形 成 が 下 腰 椎 に 生 じ る と 、 坐
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骨 神 経 が 圧 迫 さ れ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 患 者 は 、 一 般 に 、 下 肢 に 激 痛 を 覚
え る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に 、 痛 み の 最 初 の 徴 候 は 、 物 理 的 療 法 、 ベ ッ ド 上 で の 吸 息 、 カ イ ロ プ ラ ク テ ィ ッ ク
療 法 、 刺 鍼 術 、 注 入 療 法 ま た は 整 形 術 等 の 慣 用 方 法 を 用 い て 対 処 さ れ る 。 数 ヶ 月 の 治 療 後
で も こ の 「 伝 統 的 な 対 処 法 」 に よ っ て 痛 み が 緩 和 さ れ ず か つ 撮 像 技 術 に よ り ヘ ル ニ ア 様 椎
間 円 板 の 徴 候 を 呈 し て い る 場 合 に は 、 医 者 は 、 外 科 的 介 入 を 選 択 す る こ と に な る で あ ろ う
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 或 る 患 者 お よ び 医 者 は 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 を 完 全 に 除 去 し か つ 関 節 固 定 術 と し て 知 ら れ
る 手 術 で あ る 上 下 の 椎 骨 を 一 体 に 癒 合 す る こ と に よ り 、 こ の 状 態 に 付 随 す る 痛 み に 対 処 す
る こ と を 選 択 す る 。 こ の 手 術 は 侵 襲 性 が 高 い だ け で な く 、 痛 み を 緩 和 す る と い う 目 的 も 必
ず し も 達 成 さ れ ず 、 か つ 或 る 場 合 に は 更 に 悪 化 し て し ま う こ と も あ る 。 ま た 、 脊 椎 の 一 部
を 不 動 化 す る こ と に よ り 、 脊 椎 の 生 体 力 学 の 変 化 に よ り 、 上 下 の 椎 間 円 板 の 変 性 が 加 速 さ
れ る こ と が 判 明 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 脊 椎 癒 合 の 他 に 、 椎 間 円 板 プ ロ テ ー ゼ を 使 用 す る 方 法 が あ る 。 従 来 技 術 に お い て 幾 つ か
の 器 具 （ デ バ イ ス ） が 開 示 さ れ て お り 、 こ れ ら の 幾 つ か は 、 生 体 の 椎 間 円 板 を 人 工 の 椎 間
円 板 に 置 換 す る こ と を 試 み る 臨 床 的 ト ラ イ ア ル で あ る 。 下 記 特 許 文 献 １ は 、 椎 間 円 板 の 全
体 を 置 換 す る 器 具 に 関 す る も の で あ る 。 こ の 器 具 は 、 弾 性 ポ リ マ ー の シ ー ト を 垂 直 、 水 平
ま た は 軸 線 方 向 に 積 層 す る こ と に よ り 作 ら れ る 。 下 記 特 許 文 献 ２ は 、 金 属 ス プ リ ン グ お よ
び カ ッ プ を 用 い た プ ロ テ ー ゼ に 関 す る も の で あ る 。 下 記 特 許 文 献 ３ に は 、 部 品 表 面 の 一 部
に 多 孔 質 コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ た 剛 性 中 実 本 体 を 備 え た ス プ リ ン グ イ ン プ ラ ン ト が 開 示 さ
れ て い る 。 下 記 特 許 文 献 ４ は 、 髄 核 、 線 維 輪 お よ び 複 数 の 椎 骨 終 板 （ こ れ ら の 各 々 は 異 な
る 材 料 で 形 成 さ れ て い る ） か ら な る 弾 性 エ ラ ス ト マ ー デ ィ ス ク ス ペ ー サ に 関 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の 特 許 文 献 １ ～ ４ の 第 一 の 欠 点 は 、 こ れ ら の プ ロ テ ー ゼ の 使 用 が 生 体 椎 間 円 板 の
完 全 置 換 を 必 要 と し 、 こ れ に は 、 多 く の 外 科 的 困 難 性 お よ び 周 囲 組 織 へ の 重 大 な 損 傷 を 伴
う こ と で あ る 。 第 二 の 欠 点 は 、 椎 間 円 板 は 、 上 記 ３ つ の 異 な る 構 造 か ら な る 、 解 剖 学 的 お
よ び 機 能 的 に 複 雑 な 関 節 で あ り 、 各 構 造 が そ れ 自 体 の ユ ニ ー ク な 構 造 的 特 徴 を 有 し て い る
た め 、 生 体 の 椎 間 円 板 の 機 能 を 模 擬 す る こ の よ う な 複 雑 な プ ロ テ ー ゼ を 、 許 容 可 能 な 材 料
か ら 設 計 お よ び 製 造 す る こ と が 非 常 に 困 難 な こ と で あ る 。 他 の 問 題 は 、 プ ロ テ ー ゼ の 移 動
の 防 止 が 困 難 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 下 記 特 許 文 献 ５ に は 、 髄 核 の 圧 縮 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク 袋 状 プ ロ テ ー ゼ が 開 示 さ れ て い る
。 変 性 椎 間 円 板 を 置 換 す る １ 対 の 剛 性 プ ラ グ か ら な る 椎 間 円 板 プ ロ テ ー ゼ に つ い て は 、 下
記 特 許 文 献 ６ を 参 照 さ れ た い 。 下 記 特 許 文 献 ７ お よ び ８ に は 、 可 撓 性 を 有 す る 非 弾 性 の 織
成 ポ リ エ チ レ ン ジ ャ ケ ッ ト 内 に 包 囲 さ れ る １ 対 の 予 成 形 円 筒 状 プ ロ テ ー ゼ で あ る 椎 間 円 板
カ プ セ ル の 使 用 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ ら の 問 題 は 、 弾 性 ゴ ム プ ラ グ を 使 用 す る 特 許 文 献 ６ の 技 術 、 ま た は 流 体 ま た は チ キ
ソ ト ロ ー プ ゲ ル が 充 填 さ れ た 袋 ま た は カ プ セ ル を 使 用 す る そ れ ぞ れ 特 許 文 献 ５ お よ び ７ 、
８ の 技 術 に よ っ て は 解 決 さ れ な い 。 特 許 文 献 ５ お よ び ７ 、 ８ に よ れ ば 、 カ プ セ ル お よ び 袋
を 充 填 す る の に 液 体 が 使 用 さ れ る の で 、 液 体 の 漏 洩 を 防 止 す べ く 、 カ プ セ ル お よ び 袋 の 膜
を 完 全 に シ ー ル さ れ な く て は な ら な い 。 従 っ て 、 こ れ ら の 器 具 は 、 髄 核 の 機 能 （ 周 期 的 な
負 荷 の 度 毎 に 体 液 の 拡 散 流 入 お よ び 流 出 が で き 、 こ れ に よ り 椎 間 円 板 が 必 要 と す る 養 分 の
供 給 を 行 う 機 能 ） を 完 全 に 修 復 す る こ と は で き な い 。
　 髄 核 の 置 換 の み を 意 図 し た プ ロ テ ー ゼ で は 、 生 体 の 髄 核 と 同 様 な 材 料 で あ っ て 、 髄 核 の
正 常 機 能 を 修 復 で き る 材 料 を 見 出 す こ と に 大 き い 障 害 が 存 在 す る 。 親 水 性 エ ラ ス ト マ ー お
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よ び 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー は 、 髄 核 プ ロ テ ー ゼ と し て 使 用 す る に は 好 ま し く な い 。 な ぜ な ら ば
、 こ れ ら の 材 料 に は 、 例 え ば エ ラ ス ト マ ー は 親 水 性 が 欠 如 し 、 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー は 可 撓 性
が 欠 如 し て い る と い う よ う に 、 生 体 髄 核 と は 本 質 的 に 異 な っ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 下 記 特 許 文 献 ９ 、 １ ０ お よ び １ １ に は 、 髄 核 腔 内 へ の ラ テ ッ ク ス 材 料 の 移 植 が 開 示 さ れ
て い る 。 こ れ ら の 特 許 ９ 、 １ ０ 、 １ １ の 大 き い 欠 点 は 、 ラ テ ッ ク ス 材 料 の 生 体 適 合 性 、 注
入 温 度 お よ び 疎 水 性 に あ る 。
　 Sulzer-SpineTech社 が 現 在 開 発 し か つ 製 造 し て い る Newcleus ( R ) は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
ウ レ タ ン で 作 ら れ た 細 長 い 弾 性 メ モ リ － コ イ ル ス パ イ ラ ル を 使 用 し て い る 。 こ れ は 、 椎 間
円 板 切 除 術 （ discetomy） の 後 の 後 外 側 線 維 輪 切 除 術 に よ り 挿 入 さ れ 、 こ の 場 合 、 髄 核 腔
を 充 填 す べ く 線 維 輪 内 に ス パ イ ラ ル コ イ ル を 形 成 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ ２ お よ び １ ３ に は 、 多 孔 質 包 囲 体 内 の 椎 間 円 板 腔 ま た は 突 起 の 形 状 に 一
致 す る 形 状 を 有 す る 大 ピ ー ス の 形 態 を な す ヒ ド ロ ゲ ル か ら な る 人 工 髄 核 が 開 示 さ れ て い る
。 下 記 特 許 文 献 １ ４ に は 、 生 体 髄 核 と の 置 換 に 予 成 形 キ セ ロ ゲ ル ロ ッ ド を 使 用 す る こ と が
開 示 さ れ て い る 。 下 記 特 許 文 献 １ ５ は 、 髄 核 プ ロ テ ー ゼ と し て 使 用 さ れ る 、 異 方 性 態 様 で
膨 潤 可 能 な 生 体 キ セ ロ ゲ ル プ ラ ス チ ッ ク に 関 す る も の で あ る 。 こ れ ら の 発 明 の １ つ の 大 き
い 欠 点 は 、 予 成 形 さ れ か つ 髄 核 内 に 移 植 さ れ る ヒ ド ロ ゲ ル 物 品 に 要 求 さ れ る 条 件 で あ る 。
特 許 文 献 １ ２ ～ １ ５ に は 、 脱 水 状 態 で 移 植 さ れ る キ セ ロ ゲ ル が 開 示 さ れ て い る 。 予 成 形 物
品 の 移 植 は 、 依 然 と し て 周 囲 組 織 に 大 き い 切 開 を 必 要 と す る が 、 こ れ 以 上 の 損 傷 は 不 要 で
あ る 。 こ れ ら の 特 許 文 献 １ ２ ～ １ ５ に 開 示 さ れ か つ 本 願 発 明 に 使 用 す る ヒ ド ロ ゲ ル 材 料 に
よ り 得 ら れ る 多 く の 長 所 を 以 下 に 強 調 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ヒ ド ロ ゲ ル は 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ お よ び 包 帯 等 の バ イ オ メ デ ィ カ ル 用 途 に 使 用 さ れ て い
る 。 ヒ ド ロ ゲ ル の 多 く の 長 所 の １ つ は 、 疎 水 性 エ ラ ス ト マ ー お よ び 金 属 よ り も 生 体 適 合 性
が 高 い こ と で あ る 。 生 体 適 合 性 が 高 い 理 由 は 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 周 囲 組 織 と 同 様 に ソ フ ト で 含
水 性 を 有 し か つ 周 囲 組 織 に 対 す る 摩 擦 係 数 が 比 較 的 小 さ い と い う ヒ ド ロ ゲ ル の ユ ニ ー ク な
特 徴 に あ る 。 ヒ ド ロ ゲ ル の 生 体 適 合 性 に よ り 、 体 内 に よ り 容 易 に 許 容 さ れ る 髄 核 プ ロ テ ー
ゼ が 得 ら れ る 。 ま た 、 疎 水 性 エ ラ ス ト マ ー お よ び 金 属 ゲ ル は 、 こ れ ら を 通 る 水 性 組 成 物 お
よ び 溶 質 の 拡 散 を 許 容 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ヒ ド ロ ゲ ル の 他 の 長 所 は 、 椎 骨 体 間 に 正 常 ス ペ ー ス を 復 元 し か つ 傷 付 い た 線 維 輪 を 治 癒
す る 補 助 を す べ く 、 椎 間 円 板 に 作 用 す る 荷 重 に 耐 え 得 る 優 れ た 機 械 的 強 度 に あ る 。 ヒ ド ロ
ゲ ル の 他 の 長 所 は 、 そ の 優 れ た 粘 弾 性 お よ び 形 状 記 憶 性 に あ る 。 ヒ ド ロ ゲ ル は 、 可 塑 剤 と
し て 機 能 す る 多 量 の 水 を 含 有 す る こ と で あ る 。 一 部 の 水 は 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 機 械 的 圧 力 を 受
け て 部 分 的 に 脱 水 さ れ る と き に ヒ ド ロ ゲ ル か ら 出 る べ く 、 よ り 自 由 度 の 大 き い 自 由 水 と し
て 利 用 で き る 。 ヒ ド ロ ゲ ル の こ の 特 性 は 、 圧 力 を 受 け て 生 体 の 髄 核 と 同 じ 態 様 で 滲 み 出 る
こ と を 可 能 に し 、 か つ ヒ ド ロ ゲ ル の 弾 性 の 大 き い 劣 化 ま た は 損 失 を 引 起 す こ と な く 、 長 期
間 の 周 期 的 負 荷 に 耐 え る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ヒ ド ロ ゲ ル の 他 の 長 所 は 、 水 お よ び 養 分 、 代 謝 産 物 等 の 水 溶 性 物 質 に 対 す る 透 過 性 で あ
る 。 椎 間 円 板 自 体 が 比 較 的 無 血 管 で あ る た め 、 周 期 的 負 荷 を 受 け た と き の 体 液 拡 散 が 、 生
体 椎 間 円 板 へ の 養 分 の 主 要 供 給 源 で あ る 。 こ の 養 分 拡 散 の ル ー ト が 、 例 え ば 水 不 透 過 性 の
髄 核 に よ り 阻 止 さ れ る 場 合 に は 、 椎 間 円 板 の 更 な る 劣 化 が 確 実 に 生 じ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 患 者 が 利 用 で き る 他 の 治 療 オ プ シ ョ ン と し て 顕 微 解 剖 術 （ microdisectomy） が あ る 。 顕
微 解 剖 法 は 、 ヘ ル ニ ア 様 髄 核 物 質 を 除 去 す る 最 小 侵 襲 術 で あ り 、 局 部 神 経 網 に 作 用 す る 関
連 圧 力 を 緩 和 す る 。 こ の 手 術 は 、 大 部 分 の 場 合 に 、 患 者 の 痛 み を 短 時 間 緩 和 で き る が 、 或
る や っ か い な 問 題 を 長 時 間 導 入 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 ４ を 参 照 す る と 、 こ こ に は 、 上 椎 骨 ３ ４ と 下 椎 骨 ３ ６ と の 間 に 位 置 す る 線 維 輪 １ ２ の
側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 線 維 輪 １ ２ の 内 層 内 に は 、 上 下 の 椎 骨 に 取 付 け ら れ た 粗 い コ ラ ー
ゲ ン 線 維 束 ３ ２ の 十 字 型 網 が あ る 。 コ ラ ー ゲ ン 線 維 ３ ２ は 、 拘 束 さ れ た 髄 核 に よ り 加 え ら
れ る 大 き い 曲 げ 運 動 、 捩 り 荷 重 お よ び 半 径 方 向 の 力 を 支 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 線
維 ３ ２ の 直 径 は 約 ２ ５ ～ ４ ０ ｎ ｍ で あ り 、 い か な る 合 成 繊 維 よ り も 大 き い 引 張 り 強 度 を 有
し て い る 。 引 張 り 強 度 が 大 き く て も 、 コ ラ ー ゲ ン 線 維 に は 圧 縮 抵 抗 性 を 殆 ど 期 待 で き な い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ は 、 椎 間 円 板 内 の 力 伝 達 機 構 を 示 す 簡 単 な 図 面 で あ る 。 圧 縮 荷 重 ４ ４ が 上 椎 骨 か ら
軸 線 方 向 に 加 え ら れ る と き 、 髄 核 の 固 有 流 体 特 性 に よ り 、 荷 重 が 周 囲 の 線 維 輪 へ と 半 径 方
向 ４ ６ に 伝 達 さ れ る 。 荷 重 の 伝 達 が 生 じ る と 、 線 維 輪 １ ２ が 横 方 向 に 拡 大 し 始 め 、 線 維 輪
の 線 維 網 内 面 の 周 方 向 張 力 に よ り 制 限 を 受 け る 。 換 言 す れ ば 、 線 維 輪 １ ２ は 、 脊 椎 荷 重 の
大 部 分 を 、 軸 線 方 向 で は な く 半 径 方 向 に 支 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 顕 微 解 剖 術 の 後 は 、 線 維 輪 か ら 髄 核 が 存 在 し な く な り 、 従 っ て 線 維 輪 が 軸 線 方 向 の 全 脊
椎 荷 重 を 支 持 し な く て は な ら な い 。 所 与 の 同 じ 軸 線 方 向 荷 重 に つ い て 、 圧 縮 応 力 （ 単 位 面
積 当 り の 荷 重 ） は 、 荷 重 支 持 面 積 の 減 少 に よ り 、 ２ 倍 以 上 に な る で あ ろ う 。 髄 核 の ク ッ シ
ョ ン の 不 存 在 に よ る 脊 椎 の 生 体 力 学 の 変 化 に よ り 線 維 輪 の 寿 命 が 短 縮 さ れ る 。 な ぜ な ら ば
、 線 維 輪 が 、 設 計 能 力 で 使 用 さ れ な い か ら で あ る 。 こ の 結 果 と し て 生 じ る 応 力 分 担 の 変 化
に よ り 、 椎 間 円 板 の 変 性 が 加 速 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 変 性 椎 間 円 板 の 利 用 で き る 旧 来 の 治 療 法 と 、 高 侵 襲 性 の 修 復 手 術 と の 間 に
は 大 き い ギ ャ ッ プ が あ る 。 椎 間 円 板 の 障 害 に 付 随 す る 痛 み を 無 く す こ と は 、 よ り 良 い 治 療
オ プ シ ョ ン を 開 発 す る 競 争 を 更 に あ お っ て い る 。 生 体 の 髄 核 に で き る 限 り 近 い 状 態 で 機 能
す る 置 換 付 加 材 料 を 最 小 侵 襲 的 に 椎 間 円 板 内 に 配 置 す る こ と は 、 椎 間 円 板 ヘ ル ニ ア に 対 処
す る 理 想 的 な 方 法 で あ る 。 こ の よ う な 材 料 の 開 発 す る 努 力 が な さ れ て は い る が 、 現 在 利 用
で き る も の は な い 。 椎 間 円 板 の 髄 核 へ の 材 料 の 供 給 方 法 と と も に 本 願 の 一 部 と し て 開 示 す
る ハ イ ド ロ ポ リ マ ー 人 工 髄 核 は 、 髄 核 置 換 を 論 じ る 既 存 の 従 来 技 術 と 比 較 し て 大 き い 進 歩
を 呈 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 Stubstad等 の 米 国 特 許 第 ３ ， ８ ６ ７ ， ７ ２ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 Patilの 米 国 特 許 第 ４ ， ３ ０ ９ ， ７ ７ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 Kennaの 米 国 特 許 第 ４ ， ７ １ ４ ， ４ ６ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 Lee等 の 米 国 特 許 第 ４ ， ９ １ １ ， ７ １ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ５ 】 Froningの 米 国 特 許 第 ３ ， ８ ７ ５ ， ５ ９ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ６ 】 Kuntzの 米 国 特 許 第 ４ ， ３ ４ ９ ， ９ ２ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ７ 】 Ray等 の 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ７ ２ ， ２ ８ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ８ 】 Ray等 の 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ０ ４ ， ２ ６ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ９ 】 Rossお よ び Guaglianoの 米 国 特 許 第 ６ ， １ ８ ３ ， ５ １ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ０ 】 Rossお よ び Guaglianoの 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ０ ６ ， ９ ２ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ １ 】 Rossお よ び Guaglianoの 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ３ ６ ， １ ４ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ２ 】 Bao等 の 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ４ ７ ， ０ ５ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ３ 】 Bao等 の 米 国 特 許 第 ５ ， １ ９ ２ ， ３ ２ ６ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ４ 】 Bao等 の 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ８ ０ ， ４ ７ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ５ 】 Stoyの 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ６ ４ ， ６ ９ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ６ 】 Eknoianの 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ６ ５ ， ６ ６ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ７ 】 Lorenz等 の 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ７ ９ ， ７ ０ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 本 発 明 は 、 障 害 を 有 す る 椎 間 円 板 セ グ メ ン ト の 脊 椎 の 正 常 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学
的 機 能 を 修 復 す べ く 、 線 維 輪 の 髄 核 腔 内 に 最 小 侵 襲 的 に 注 入 さ れ る 人 工 髄 核 イ ン プ ラ ン ト
に 関 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 デ ィ ス ペ ン サ を 有 し 、 該 デ ィ ス ペ ン サ が 、 （ ｉ ） 近 位
部 分 、 遠 位 部 分 、 入 口 端 お よ び 出 口 端 を 備 え た プ ラ ン ジ ャ と 、 （ ｉ ｉ ） プ ラ ン ジ ャ の 近 位
部 分 に 取 付 け ら れ た 分 配 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 （ ｉ ｉ ｉ ） 流 体 状 態 の 相 変 化 生 体 材 料 を 収 容
す る た め の 、 プ ラ ン ジ ャ の 入 口 端 に 挿 入 で き る カ ー ト リ ッ ジ と を 備 え て い る 、 相 変 化 生 体
材 料 を 組 織 部 位 に 供 給 す る 器 具 に 関 す る 。 デ ィ ス ペ ン サ は 、 機 械 的 に 、 空 気 圧 に よ り 、 ま
た は 流 体 圧 に よ り 作 動 で き る 。 デ ィ ス ペ ン サ は 更 に 、 生 体 材 料 を 組 織 部 位 に 分 配 す る た め
の 、 カ ー ト リ ッ ジ に 取 付 け ら れ る ノ ズ ル を 備 え て い る 。 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 組 織 腔 ア
ク セ ス ユ ニ ッ ト を 更 に 有 し 、 該 ユ ニ ッ ト は 、 ノ ズ ル に 流 体 連 通 す る 入 口 端 お よ び 生 体 材 料
を 組 織 部 位 に 供 給 で き る 出 口 端 を 備 え た 導 管 を 形 成 す る 。 生 体 材 料 は 、 所 定 時 間 の 経 過 後
、 温 度 変 化 後 、 ま た は 放 射 線 、 Ｕ Ｖ 光 ま た は 電 気 的 刺 激 等 の 外 部 刺 激 に 露 出 さ れ た と き に
、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る よ う に 構 成 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 を 第 一 チ ャ ン バ 内 に 貯 蔵 し か つ 第 二 流 体 生 体 材 料 を
第 二 チ ャ ン バ 内 に 貯 蔵 す る 二 重 チ ャ ン バ 型 カ ー ト リ ッ ジ で 構 成 で き る 。 本 発 明 の 一 態 様 で
は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 は 親 水 性 ポ リ （ ア ル デ ヒ ド ） を 含 み 、 第 二 流 体 生 体 材 料 は 、 ポ リ （
ア ミ ド ） 、 ポ リ （ ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア ル コ ー ル ） の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 。 本
発 明 の 他 の 態 様 で は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 は ポ リ （ ｎ － ビ ニ ル ラ ク タ ム ） 成 分 を 含 み 、 第 二
流 体 生 体 材 料 は キ ト サ ン 成 分 を 含 む 。 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 組 織 腔 ア ク セ ス ユ ニ ッ
ト は 線 維 輪 の 組 織 を 拡 大 で き 、 か つ 入 口 針 と 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ と 栓 塞 子 と を 有 し て い
る 。 カ ニ ュ ー レ お よ び 栓 塞 子 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 Pebax ( R ) 、 ポ
リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ナ イ ロ ン ま た は デ ル リ ン 等 の サ ー モ ポ リ マ ー ま た は ス テ
ン レ ス 鋼 ま た は Nitinol ( R ) 等 の 金 属 か ら な る 。 本 発 明 の 生 体 材 料 は 、 水 と 、 ポ リ エ チ レ ン
オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ Ｐ Ｏ ） 非 イ オ ン ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー と の
混 合 物 を 含 む 。 生 体 材 料 成 分 は 更 に 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 ／
ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｐ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 お よ び 界 面 活 性 剤 、 ア ル コ ー ル 、 酸 、
塩 、 ア ミ ン お よ び こ れ ら の 混 合 物 を 含 む 他 の 親 水 性 配 合 物 の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 （ ａ ） 髄 核 腔 に ア ク セ ス す る 段 階 と 、 （ ｂ ） 人 工 椎 間 円 板 を 髄 核
腔 内 に 注 入 す る 段 階 と を 有 し 、 人 工 椎 間 円 板 は 相 変 化 生 体 材 料 か ら な り 、 （ ｃ ） 所 与 の 条
件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 許 容 す る 段 階 を 更 に
有 す る 、 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 改 善 す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 の
線 維 輪 の 髄 核 腔 内 に 人 工 椎 間 円 板 を 作 る 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 の 方 法 に は 、 人 工 髄 核 を 髄
核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 の 前 に 、 髄 核 腔 か ら 生 体 髄 核 を 除 去 す る 段 階 を 更 に 設 け る こ と が で
き る 。 本 発 明 の 方 法 の 実 施 中 に 、 生 体 材 料 は 、 所 定 時 間 の 経 過 後 、 温 度 変 化 後 、 ま た は 放
射 線 、 Ｕ Ｖ 光 ま た は 電 気 的 刺 激 等 の 外 部 刺 激 へ の 露 出 後 に 、 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移
で き る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 生 体 髄 核 を 除 去 す る 段 階 は 、 灌 注 、 吸 引 、 化 学 的 髄 核 分 解 お
よ び 把 持 の う ち の １ つ を 含 む 。 生 体 材 料 成 分 は 、 流 体 状 態 で 約 ５ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 下 お よ
び 固 体 状 態 で 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 の 粘 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 人 工 髄 核 注 入 段 階 は 、 生 体 材 料 成 分 を 混 合 す る 段 階 を 更 に 有 し
、 生 体 材 料 成 分 は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 お よ び 第 二 流 体 生 体 材 料 を 含 む 。 第 一 流 体 生 体 材 料
に は 親 水 性 ポ リ （ ア ル デ ヒ ド ） を 含 め 、 第 二 流 体 生 体 材 料 に は 、 ポ リ （ ア ミ ド ） 、 ポ リ （
ア ミ ン ） お よ び ポ リ （ ア ル コ ー ル ） の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 め る こ と が で き る 。 他 の
態 様 で は 、 第 一 流 体 生 体 材 料 は ポ リ （ ｎ － ビ ニ ル ラ ク タ ム ） 成 分 を 含 み 、 第 二 流 体 生 体 材
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料 は キ ト サ ン 成 分 を 含 む 。 本 発 明 の 器 具 と 同 様 に 、 生 体 材 料 は 、 水 と 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ
シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ Ｐ Ｏ ） 非 イ オ ン ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー と の 混 合
物 を 含 み 、 或 い は 生 体 材 料 成 分 に は 更 に 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー
、 ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｐ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 お よ び 界 面 活 性 剤 、 ア ル コ ー ル 、
酸 、 塩 、 ア ミ ン お よ び こ れ ら の 混 合 物 を 含 む 他 の 親 水 性 配 合 物 の う ち の 少 な く と も １ つ を
含 め る こ と が で き る 。 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 方 法 は 、 内 視 鏡 手 術 器 具
を 用 い て 遂 行 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 方 法 は ま た 、 透 視 装 置 ま た は 他 の 撮 像 ま た は 解
像 度 増 強 器 具 の 補 助 に よ り 遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 （ ａ ） 髄 核 腔 に ア ク セ ス す る 段 階 と 、 （ ｂ ） 髄 核 腔 内 に ス カ フ
ォ ー ド を 挿 入 す る 段 階 と 、 （ ｃ ） 人 工 椎 間 円 板 を 髄 核 腔 内 に 注 入 す る 段 階 と を 有 し 、 人 工
椎 間 円 板 は 相 変 化 生 体 材 料 か ら な る 、 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 改 善
す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板 の 線 維 輪 の 髄 核 腔 内 に 人 工 椎 間 円 板 を 作 る 方 法 が 開 示 さ れ る 。
好 ま し く は 、 本 発 明 の 方 法 は 、 所 与 の 条 件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状
態 に 転 移 す る こ と を 許 容 す る 段 階 を 更 に 有 す る 。 本 発 明 の 方 法 に は 更 に 、 人 工 髄 核 を 髄 核
腔 内 に 注 入 す る 段 階 の 前 に 、 髄 核 腔 か ら 生 体 髄 核 を 除 去 す る 段 階 を 設 け る こ と が で き る 。
ス カ フ ォ ー ド は 、 プ リ フ ォ ー ム 押 出 成 形 金 属 、 ま た は ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 シ リ
コ ー ン お よ び Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 等 の 高 い デ ュ ロ メ ー タ 硬 度 を 有 す る プ リ フ ォ ー ム 押 出 成 形 プ ラ ス チ
ッ ク で 作 る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 ス カ フ ォ ー ド は 、 そ の 場 で 固 化 す る 注 入 可 能 な
発 泡 体 で 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 （ ａ ） 相 変 化 生 体 材 料 を 最 小 侵 襲 態 様 で 椎 間 円 板 に 供 給 す
る 装 置 を 設 け る 段 階 と 、 （ ｂ ） 相 変 化 生 体 材 料 を 椎 間 円 板 に 注 入 す る 段 階 と 、 （ ｃ ） 所 与
の 条 件 後 に 、 生 体 材 料 が そ の 場 で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る こ と を 許 容 す る 段 階 と
を 有 す る 、 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 お よ び 生 理 学 的 機 能 を 復 元 す べ く 、 罹 病 し た 椎 間 円 板
を 修 復 す る 方 法 が 開 示 さ れ る 。 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る と き 、 相 変 化 生 体 材 料 に は 、 硬 化
を 開 始 さ せ る 使 用 時 点 で 混 合 で き る 複 数 の 生 体 材 料 成 分 を 含 め る こ と が で き る 。 本 発 明 の
方 法 に は 更 に 、 生 体 材 料 成 分 を 混 合 し て 硬 化 を 開 始 さ せ か つ 混 合 さ れ た 生 体 材 料 を 流 体 状
態 で 椎 間 円 板 に 供 給 す る 段 階 を 含 め る こ と が で き る 。 灌 注 、 吸 引 、 化 学 的 髄 核 分 解 お よ び
把 持 等 の 最 小 侵 襲 技 術 を 、 損 傷 を 受 け ま た は 罹 病 し た 髄 核 を 椎 間 円 板 か ら 除 去 す る の に 使
用 す る こ と を 考 え る こ と が で き る 。 い ず れ に せ よ 、 本 発 明 の 全 て の 実 施 形 態 の 人 工 髄 核 は
、 罹 病 し た 椎 間 円 板 の で き る 限 り 正 常 の 解 剖 学 的 か つ 生 理 学 的 機 能 を 修 復 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 「 人 を 害 し な い こ と が 第 一 で あ る 」 と は 、 ヒ ポ ク ラ テ ス の 宣 詞 の 基 本 で あ る 。 患 者 の 解
剖 学 的 お よ び 生 理 学 的 機 能 を で き る 限 り 元 の ま ま の 害 さ れ な い 状 態 に 維 持 す る こ と は 、 あ
ら ゆ る 介 入 の 主 要 教 義 で あ る 。 脊 椎 固 定 術 、 椎 弓 切 除 術 、 椎 弓 切 開 術 お よ び 椎 間 円 板 置 換
術 は 、 侵 襲 的 か つ 有 害 な 外 科 的 技 術 で あ る 。 上 記 特 許 文 献 ７ お よ び ８ に 開 示 さ れ た 発 明 の
よ う に 、 脊 椎 固 定 術 よ り 侵 襲 性 の 小 さ い 手 術 も 、 依 然 と し て 、 手 術 部 位 へ の ア ク セ ス を 目
的 と し て 、 脊 椎 構 造 体 の 除 去 を 考 慮 し て い る 。 特 に 、 上 記 特 許 文 献 ７ お よ び ８ は 、 椎 間 円
板 髄 核 プ ロ テ ー ゼ を 挿 入 す る に は 、 翼 板 の 除 去 （ 椎 弓 切 除 術 ） の 必 要 性 を 教 示 し て い る 。
本 発 明 の 人 工 髄 核 シ ス テ ム の １ つ の 長 所 は 、 現 在 の 技 術 よ り も 与 え る 損 傷 が 小 さ い だ け で
な く 、 患 者 の 正 常 で 有 効 な 解 剖 学 的 構 造 を で き る 限 り 損 な わ な い よ う に 設 計 さ れ た 方 法 で
も あ る 治 療 方 法 を 代 表 す る こ と に あ る 。 線 維 輪 の 治 癒 を 行 う と き 、 本 発 明 の 方 法 は 、 椎 間
円 板 の 機 能 の 正 常 修 復 を ア プ ロ ー チ す る こ と に よ り 、 予 期 し た 疾 病 過 程 の 中 断 を 考 慮 す る
も の で あ る 。 生 体 髄 核 に 類 似 す る も の を 設 け る こ と に よ り お よ び 線 維 輪 の 非 可 逆 的 除 去 ま
た は 修 正 を 否 定 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 方 法 は 、 残 っ た 生 体 組 織 を 増 大 さ せ か つ 修 復 し
か つ 脊 椎 の 肉 体 的 運 動 を 補 完 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 人 工 髄 核 を 供 給 す る こ と は 、 ヘ ル ニ ア 様 椎 間 円 板 の 手 術 に よ る 修 復 の 侵 襲 性 を 劇 的 に 小
さ く す る 。 本 発 明 に よ り 提 案 す る 修 復 オ プ シ ョ ン は 、 従 来 技 術 よ り も 痛 み が 小 さ く 、 短 時
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間 で 済 み 、 か つ 関 連 罹 病 の 出 現 率 を 低 下 さ せ 、 従 っ て 患 者 の 快 適 性 を 向 上 で き る 。 上 記 臨
床 的 長 所 は ま た 、 平 均 手 術 費 用 お よ び 平 均 入 院 費 用 を 低 減 さ せ 、 か つ 治 療 施 設 の 滞 在 期 間
を 短 縮 す る こ と も 期 待 さ れ る 。 こ れ ら の 節 約 お よ び 長 所 は 、 慢 性 背 痛 の 発 生 に 関 連 す る 社
会 的 負 担 を 全 体 的 に 低 減 さ せ る こ と が 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 付 加 的 長 所 は 、 必 要 と さ れ る イ ン プ ラ ン ト の サ イ ズ を 決 定 す る 必 要 が な い こ と
で あ る 。 人 工 椎 間 円 板 の 髄 核 は 、 供 給 さ れ る と き に は 流 体 の 形 態 を な し て い る た め 、 広 範
囲 の 髄 核 腔 サ イ ズ を 充 填 で き る 。 こ れ は 、 一 種 類 の 製 品 の み を ス ト ッ ク し な け れ ば な ら な
い 病 院 の 在 庫 の 見 地 か ら 有 益 で あ る 。 医 者 は 、 正 し い サ イ ズ が ス ト ッ ク さ れ て い る か 否 か
に 注 意 を 払 う 必 要 は な く 、 各 供 給 の 後 に 、 特 定 患 者 に と っ て 「 最 適 」 で あ る こ と を 確 信 で
き る で あ ろ う 。 こ の こ と は 、 個 々 の 患 者 に 特 定 さ れ て い な い 既 製 器 具 で は 達 成 で き な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 長 所 は 、 人 工 髄 核 が 髄 核 腔 を 完 全 に 充 填 し て 、 脊 椎 の 所 望 の 生 体 力 学 を 修
復 す る こ と で あ る 。 髄 核 腔 の 完 全 充 填 に よ り 、 椎 間 円 板 が 受 け る 軸 線 方 向 力 を 、 線 維 輪 が
予 定 し た 、 線 維 輪 に よ る 抵 抗 を 受 け る 半 径 方 向 力 に 正 確 に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 長 所 は 、 患 者 の 椎 骨 を 「 ジ ャ ッ キ ア ッ プ 」 （ 機 械 的 レ バ ー に よ り 付 加 椎 骨
間 ス ペ ー ス を 作 り 出 す こ と を 含 む 技 術 ） す る 必 要 が な い こ と で あ る 。 髄 核 腔 に 供 給 さ れ る
材 料 の 量 は 、 線 維 輪 内 の 利 用 で き る ス ペ ー ス を 完 全 に 充 填 す る 量 に 制 限 さ れ る の で 、 こ の
よ う に し て 人 工 的 に 身 長 を 伸 ば す こ と は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 長 所 は 、 従 来 技 術 に 比 べ て 、 人 工 髄 核 の 再 ヘ ル ニ ア 化 の 可 能 性 が 低 い こ と
で あ る 。 こ れ は 、 線 維 輪 の 挿 入 ポ ー ト に 対 す る イ ン プ ラ ン ト サ イ ズ の 比 が か な り 大 き い こ
と に よ る 。 全 て の 従 来 技 術 は 、 予 め 成 形 さ れ た プ ロ テ ー ゼ の 移 植 を 論 じ て お り 、 こ れ は 、
容 器 で あ る 線 維 輪 を イ ン プ ラ ン ト と ほ ぼ 同 じ サ イ ズ だ け 切 開 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 は 、
髄 核 腔 の サ イ ズ の 一 部 だ け 、 容 器 で あ る 線 維 輪 を 切 開 す れ ば よ い 。 な ぜ な ら ば 、 本 発 明 で
は 流 体 状 の 人 工 髄 核 を 供 給 で き 、 従 っ て 、 人 工 髄 核 が 一 旦 そ の 場 で 成 形 さ れ て し ま え ば 、
再 ヘ ル ニ ア 化 の 可 能 性 は 低 下 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 上 記 お よ び 他 の 特 徴 お よ び 長 所 は 、 添 付 図 面 に 関 連 し て 述 べ る 本 発 明 の 好 ま し
い 実 施 形 態 に つ い て の 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 添 付 図 面 は 例 示 の み を 目 的
と し て 使 用 さ れ 、 本 発 明 を 制 限 す る も の で は な い 。
　 本 発 明 に よ る 器 具 は 、 生 体 の 髄 核 の 構 造 的 特 性 お よ び 材 料 特 性 を 、 全 て の 本 質 的 機 能 を
修 復 す る の に 必 要 な 度 合 い ま で 複 製 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る 好 ま し い 脊
椎 髄 核 イ ン プ ラ ン ト は 、 吸 水 性 、 脊 椎 荷 重 伝 達 、 養 分 お よ び 排 出 物 の 流 体 伝 達 お よ び 脊 椎
荷 重 に 対 す る ク ッ シ ョ ン に つ い て の 類 似 性 等 の 生 体 髄 核 の 本 質 的 特 性 に 非 常 に 近 い 特 性 を
有 し て い る 。
　 本 発 明 に よ る 脊 椎 髄 核 イ ン プ ラ ン ト は 、 内 部 ボ ン ド 、 高 い デ ュ ロ メ ー タ 硬 度 、 粘 弾 性 お
よ び 放 射 線 不 透 過 性 を 有 す る ２ 相 （ 流 体 お よ び 固 体 ） ワ ン ピ ー ス 成 形 体 を 有 す る 合 成 材 料
で あ る 点 で 生 体 髄 核 と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 人 工 髄 核 の デ リ バ リ 器 具 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 ３ つ の 基 本
要 素 す な わ ち 、 図 ６ に 示 す よ う な 機 械 作 動 型 デ ィ ス ペ ン サ ７ ０ と 、 図 ７ に 示 す よ う な 二 重
チ ャ ン バ 型 カ ー ト リ ッ ジ ８ ０ と 、 図 ８ に 示 す よ う な 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ と を 有 し て い る 。
機 械 作 動 型 デ ィ ス ペ ン サ ７ ０ は 、 更 に 、 本 体 ７ ２ と 、 ト リ ガ ７ ４ と 、 プ ラ ン ジ ャ ７ ６ と を
有 し て い る 。 ト リ ガ ７ ４ を 本 体 ７ ２ に 引 寄 せ る と 、 プ ラ ン ジ ャ ７ ６ が 前 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ に は 二 重 チ ャ ン バ 型 カ ー ト リ ッ ジ ８ ０ が 示 さ れ て お り 、 該 カ ー ト リ ッ ジ ８ ０ は 、 未
反 応 イ ン プ ラ ン ト 材 料 か ら な る ２ 種 類 の 流 体 成 分 を 貯 蔵 す る た め の ２ つ の 別 々 の チ ャ ン バ
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を 有 し て い る 。 Ａ チ ャ ン バ ８ １ は 第 一 流 体 成 分 （ Ａ 部 分 ８ ２ と も い う ） を 収 容 し 、 Ｂ チ ャ
ン バ ８ ３ は 第 二 流 体 成 分 （ Ｂ 部 分 ８ ４ と も い う ） を 収 容 す る 。 プ ラ ン ジ ャ ７ ６ が 前 進 さ れ
る と 、 各 チ ャ ン バ 内 に 収 容 さ れ た ２ 種 類 の 流 体 成 分 が そ れ ぞ れ の チ ャ ン バ か ら カ ー ト リ ッ
ジ 先 端 部 ８ ６ を 通 っ て 押 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ８ に は 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ が 示 さ れ て お り 、 該 ノ ズ ル ９ ０ は 、 「 バ ヨ ネ ッ ト （ 差 込 み
） 」 型 ア タ ッ チ メ ン ト に よ り カ ー ト リ ッ ジ 先 端 部 ８ ６ に 取 付 け ら れ る 。 流 体 成 分 ８ ２ 、 ８
４ が 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ を 通 っ て 押 出 さ れ る と き 、 少 量 の Ａ 部 分 ８ ２ と Ｂ 部 分 ８ ４ と が ノ
ズ ル ９ ０ 内 で 交 換 さ れ 、 か つ 両 部 分 ８ ２ 、 ８ ４ の 混 合 を 促 進 す る 多 数 の 混 合 フ ィ ン ９ ４ に
出 合 う 。 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ の 遠 位 端 ９ １ で 、 均 質 な 人 工 髄 核 １ ０ ２ （ 例 え ば 図 １ ２ 参 照
） が 押 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 こ こ に は 、 髄 核 腔 ５ １ に ア ク セ ス す る た め の ア ク セ サ リ が 示 さ れ て
い る 。 こ の ア ク セ ス 組 立 体 の 構 成 要 素 は 、 入 口 針 ５ ２ と 、 栓 塞 子 ５ ３ と 、 ア ク セ ス カ ニ ュ
ー レ ５ ４ と を 有 し て い る 。 入 口 針 ５ ２ は 約 ０ ． ０ １ ０ ～ ０ ． １ ０ ０ イ ン チ の 外 径 を も つ 小
径 ツ ー ル で あ り 、 髄 核 腔 ５ １ 内 に ア ク セ ス し て 、 該 髄 核 腔 ５ １ 内 へ の 他 の 器 具 の 導 入 を 容
易 に す る 「 レ ー ル 」 を 形 成 す る 。 約 ０ ． ０ ５ ０ ～ ０ ． ４ ０ ０ イ ン チ の 外 径 お よ び 入 口 針 ５
２ よ り 僅 か に 大 き い 内 径 を も つ 大 径 の カ ニ ュ ー レ ／ 栓 塞 子 組 立 体 ５ ５ が 、 線 維 輪 １ ２ の 組
織 を 拡 げ る の に 使 用 さ れ る 。 カ ニ ュ ー レ ／ 栓 塞 子 組 立 体 ５ ５ の 遠 位 端 は 、 テ ー パ 状 プ ロ フ
ァ イ ル と 、 低 摩 擦 係 数 と を 有 し て い る 。 カ ニ ュ ー レ ／ 栓 塞 子 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ポ リ ウ レ タ ン
、 ポ リ エ チ レ ン 、 Ｐ ｅ ｂ ａ ｘ ( R ) 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ナ イ ロ ン ま た は デ
ル リ ン 等 の 材 料 、 ス テ ン レ ス 鋼 ま た は ニ チ ノ ー ル 等 の 金 属 、 ま た は 組 織 の 徐 々 の 拡 大 を 可
能 に す る 低 摩 擦 係 数 を 有 す る 他 の 材 料 で 作 ら れ る 。 ま た 、 ポ リ マ ー ま た は 金 属 基 板 を 親 水
性 の あ る パ ラ レ ン ま た は Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ コ ー テ ィ ン グ 等 の 「 滑 り 易 い 」 コ ー テ ィ ン グ で 被 覆 し 、
基 板 表 面 の 摩 擦 係 数 を 低 下 さ せ る こ と も 知 ら れ て い る 。 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 材 料 は 、 本 発 明 の 好 ま し
い 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 人 工 髄 核 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 で は 、 Ａ チ ャ ン バ ８ １ は 親 水 性 ポ リ （ ア ル デ ヒ ド ） を 収
容 し （ Ａ 部 分 ８ ２ ） 、 Ｂ チ ャ ン バ ８ ３ は ポ リ （ ア ミ ド ） 、 ポ リ （ ア ミ ン ） ま た は ポ リ （ ア
ル コ ー ル ） お よ び こ れ ら の 混 合 物 を 収 容 す る （ Ｂ 部 分 ８ ４ ） 。 Ａ チ ャ ン バ ８ １ お よ び Ｂ チ
ャ ン バ ８ ３ は 等 容 積 で あ り 、 こ の た め 、 成 分 が 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ を 通 っ て 押 出 さ れ る と
き に 、 １ ： １ の 成 分 混 合 が 得 ら れ る 。 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ の 遠 位 端 ９ １ か ら 押 出 さ れ る 均
質 な 人 工 髄 核 １ ０ ２ は 、 流 体 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 す る 。 ハ イ ド ロ ポ リ マ ー の 形 成 に 使 用 さ れ
る 上 記 ポ リ マ ー 成 分 の 可 能 な 組 成 は 、 上 記 特 許 文 献 １ ６ に よ り 詳 細 に 開 示 さ れ て い る 。 Ｂ
部 分 内 の イ オ ン 結 合 の 相 互 連 結 網 を 通 し て 拡 散 さ れ る 共 有 架 橋 が 生 じ 、 中 実 非 可 逆 ゲ ル を
形 成 す る こ と が 推 測 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 人 工 髄 核 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 Ａ チ ャ ン バ ８ １ は ポ リ （ ｎ － ビ ニ ル ラ ク タ ム ）
成 分 を 収 容 し （ Ａ 部 分 ８ ２ ） 、 Ｂ チ ャ ン バ ８ ３ は キ ト サ ン 成 分 を 収 容 す る （ Ｂ 部 分 ８ ４ ）
。 Ａ チ ャ ン バ ８ １ お よ び Ｂ チ ャ ン バ ８ ３ は 等 容 積 で あ り 、 こ の た め 、 成 分 が 静 的 混 合 ノ ズ
ル ９ ０ を 通 っ て 押 出 さ れ る と き に 、 １ ： １ の 成 分 混 合 が 得 ら れ る 。 静 的 混 合 ノ ズ ル ９ ０ の
遠 位 端 ９ １ か ら 押 出 さ れ る 均 質 な 人 工 髄 核 １ ０ ２ は 、 流 体 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 す る 。 こ れ ら
の ゲ ル シ ス テ ム の う ち の １ つ の 形 式 の ゲ ル シ ス テ ム は 、 上 記 特 許 文 献 １ ７ に 完 全 に 開 示 さ
れ て い る 。 材 料 の 硬 化 時 間 （ 硬 化 時 間 は 、 ポ リ マ ー 成 分 の 比 に よ り 決 定 さ れ る ） に 基 い て
、 Ｂ 部 分 内 の イ オ ン 結 合 の 相 互 連 結 網 を 通 し て 拡 散 さ れ る 共 有 架 橋 が 生 じ 、 中 実 非 可 逆 ゲ
ル が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 は 、 約 ７ ０ ～ １ ２ ０ ° Ｆ 、 よ り 好 ま し く は 約 ８ ５ ～ １ ０ ０ °
Ｆ で 流 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 移 す る 温 度 応 答 単 一 部 分 ２ 相 ゲ ル シ ス テ ム で あ る 。 本 発 明
の 他 の 態 様 で は 、 生 体 材 料 は 、 Ｕ Ｖ 光 ま た は 電 気 刺 激 に 露 出 さ れ る と 、 流 体 状 態 か ら 固 体
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状 態 に 転 移 す る 。 好 ま し い ゲ ル 組 成 は 、 水 と 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ
キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ Ｐ Ｏ ） 非 イ オ ン ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー と の 混 合 物 を 含 み 、 該 混 合 物 は 、
ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド （ Ｐ Ｅ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー お よ び ／ ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド （
Ｐ Ｐ Ｏ ） ホ モ ポ リ マ ー 、 お よ び 界 面 活 性 剤 、 ア ル コ ー ル 、 酸 、 ア ミ ン 等 の 他 の 親 水 性 配 合
物 等 の 添 加 物 、 ま た は こ れ ら の 添 加 物 の 混 合 物 を 含 有 す る の が 好 ま し い 。 水 中 の ホ モ コ ポ
リ マ ー ま た は 基 礎 混 合 物 ／ Ｐ Ｅ Ｏ － Ｐ Ｐ Ｏ ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ ー 中 の 他 の 添 加 物 の 濃 度 を 変
え る こ と に よ り 、 ゲ ル の 転 移 温 度 お よ び 硬 度 （ firmness） を 所 望 通 り に 調 節 で き る 。 こ の
実 施 形 態 は 単 一 成 分 シ ス テ ム で あ り 、 従 っ て 、 人 工 髄 核 イ ン プ ラ ン ト の 前 の 実 施 形 態 で 説
明 し た ２ つ の 成 分 の 混 合 物 を 必 要 と し な い 。 従 っ て 、 こ の ゲ ル シ ス テ ム の デ ィ ス ペ ン サ （
図 示 せ ず ） は 機 械 作 動 型 デ ィ ス ペ ン サ ７ ０ と 同 様 で あ る が 、 単 一 の プ ラ ン ジ ャ を 有 し て い
る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 は 静 的 ミ キ サ ９ ０ の 使 用 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 髄 核 腔 ５ １ に ア ク セ ス す る と き 、 外 科 的 ア プ ロ ー チ を 考 察 す る こ と が 重 要 で あ る 。 髄 核
は 「 切 開 技 術 」 を 用 い て ア ク セ ス で き る こ と は 良 く 知 ら れ て い る 。 こ の ア ク セ ス 技 術 は 、
筋 肉 を 切 開 し 、 腱 結 合 部 を 切 断 し 、 脊 椎 の 一 部 を 除 去 し 、 線 維 輪 を 切 開 す る こ と を 必 要 と
す る 。 本 発 明 の 人 工 髄 核 は 、 カ ニ ュ ー レ ／ カ テ ー テ ル を 介 し て 流 体 状 態 で 供 給 さ れ 、 従 っ
て 上 記 の よ う な 切 開 技 術 を 使 用 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 「 組 織 拡 大 （ tissue dilation） 」 と 呼 ば れ る 好 ま し い ア ク セ ス 技 術 を 詳 細
に 示 す も の で あ る 。 入 口 針 ５ ２ は 、 線 維 輪 １ ２ を 通 っ て 髄 核 腔 ５ １ 内 に 挿 入 さ れ る 。 ひ と
た び 入 口 針 ５ ２ が 配 置 さ れ た な ら ば 、 カ ニ ュ ー レ ／ 栓 塞 子 組 立 体 ５ ５ が 、 入 口 針 ５ ２ 上 で
同 心 状 に 前 進 さ れ か つ 線 維 輪 １ ２ の 壁 を 通 っ て 挿 入 さ れ 、 組 立 体 ５ ５ が 髄 核 腔 ５ １ 内 に 前
進 さ れ る と き に 線 維 輪 カ ー ト リ ッ ジ が 徐 々 に 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 組 立 体 ５ ５ が 配 置 さ れ た 後 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ ５ ４ を 所 定 位 置 に 残 し て 栓 塞 子 ５ ３ が
除 去 さ れ る 。 こ こ で 、 実 際 に は 、 外 科 医 は 、 髄 核 腔 ５ １ 内 へ の 透 明 導 管 で あ っ て 、 損 傷 を
与 え る こ と な く 周 囲 組 織 を 有 効 に 後 退 さ せ る 導 管 を 使 用 す る 。 図 １ １ に は 、 栓 塞 子 ５ ３ が
除 去 さ れ 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ ５ ４ が 所 定 位 置 に 残 さ れ た と こ ろ が 示 さ れ て い る 。
　 所 望 な ら ば 、 髄 核 腔 ５ １ に ア ク セ ス す る た め の 、 線 維 輪 １ ２ を 通 る 孔 を 切 開 し 、 同 様 な
導 管 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 線 維 輪 １ ２ に 与 え る 損 傷 が 大 き い た め 、 最 も 好 ま
し い ア ク セ ス 技 術 で は な く 、 外 科 医 は 他 の ア ク セ ス 技 術 を 使 用 で き る 。 「 リ ン ゴ の 芯 抜 き
（ apple-coring） 」 技 術 で は な く 「 組 織 拡 大 」 技 術 を 用 い て 髄 核 腔 に ア ク セ ス す る と 、 線
維 輪 １ ２ に 与 え る 損 傷 が 小 さ く 、 線 維 輪 １ ２ の 治 癒 の 大 き い 機 会 を 与 え る こ と が で き る で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ひ と た び 髄 核 腔 ５ １ へ の ア ク セ ス が な さ れ た な ら ば 、 外 科 医 は 、 種 々 の 技 術 を 用 い て 生
体 髄 核 １ ４ を 除 去 す る 。 外 科 医 が 利 用 で き る 幾 つ か の 技 術 と し て 、 灌 注 ／ 吸 引 、 化 学 的 髄
核 分 解 （ chemonucleolysis） お よ び 金 属 把 持 器 が あ る 。 図 １ ２ は 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ ５
４ を 通 し て 配 置 さ れ た サ ク シ ョ ン ／ ア ス ピ レ ー シ ョ ン カ テ ー テ ル ６ １ を 用 い て 髄 核 腔 ５ １
か ら 生 体 髄 核 １ ４ を 除 去 す る と こ ろ を 示 す 。 生 体 髄 核 １ ４ の 一 部 除 去 ま た は 完 全 除 去 が 完
了 し た な ら ば 、 髄 核 腔 ５ １ は 、 人 工 髄 核 の 移 植 ／ 注 入 の 準 備 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ３ に は 、 生 体 髄 核 １ ４ が 排 除 さ れ た 髄 核 腔 ５ １ 内 に 直 接 注 入 さ れ た 均 質 な 流 体 人 工
髄 核 １ ０ ２ が 示 さ れ て い る 。 一 定 時 間 の 経 過 ま た は 温 度 変 化 の 後 に 、 人 工 髄 核 １ ０ ２ は 、
流 体 状 態 １ ０ ２ か ら 、 図 １ ４ に 示 す よ う な 固 体 状 態 １ ０ ４ に 転 移 し 、 こ の 時 点 で 、 固 体 の
人 工 髄 核 １ ０ ４ が 、 線 維 輪 １ ２ お よ び 終 板 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 該 線 維 輪 内 に ぴ っ た り と
閉 込 め ら れ る 。 材 料 の 架 橋 前 の 流 体 状 態 で は 、 ゲ ル は 約 ５ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 下 の 粘 度 を 有
す る 。 架 橋 後 の 固 体 状 態 で は 、 ゲ ル は 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 以 上 の 粘 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ５ ～ 図 １ ７ に は 、 金 属 ス カ フ ォ ー ド （ metal scaffold： 足 場 ） の 付 加 物 を 備 え た 人
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工 髄 核 の 他 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 図 １ ５ に は 、 プ リ フ ォ ー ム 押 出 し 成 形 ス カ フ ォ ー
ド 物 品 １ ５ ２ の 初 期 フ ィ ー デ ィ ン グ が 示 さ れ て い る 。 図 １ ６ に は 、 ス カ フ ォ ー ド 物 品 １ ５
４ が ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ ５ ４ を 通 し て 連 続 的 に 挿 入 さ れ た と き に 、 髄 核 腔 内 に 集 合 さ れ た
ス カ フ ォ ー ド 物 品 １ ５ ４ が 示 さ れ て い る 。 図 １ ７ に は 、 髄 核 腔 ５ １ 内 に 配 置 さ れ た ス カ フ
ォ ー ド １ ５ ４ 上 に 注 入 さ れ た 人 工 髄 核 １ ０ ２ が 示 さ れ て い る 。
　 以 上 開 示 し た 実 施 形 態 に は 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の 多 く の
変 更 を な し 得 る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 こ れ ら の 理 由 か ら 、 上 記 説 明 は 本 発 明 を 限 定 す る も
の と 解 す べ き で は な く 、 好 ま し い 実 施 形 態 の 単 な る 例 示 で あ る と 解 す べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 椎 間 円 板 の 運 動 セ グ メ ン ト を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 横 断 面 図 で あ り 、 椎 間 円 板 の 解 剖 学 的 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 横 断 面 図 で あ り 、 神 経 を 圧 迫 し て い る ヘ ル ニ ア 様 髄 核 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ４ 】 コ ラ ー ゲ ン 線 維 の 十 字 網 を 強 調 し て 示 す 線 維 輪 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 脊 椎 荷 重 の 分 布 を 示 す 図 ４ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 機 械 的 に 作 動 す る デ ィ ス ペ ン サ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 二 重 チ ャ ン バ 型 カ ー ト リ ッ ジ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 静 的 混 合 ノ ズ ル を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 髄 核 腔 へ の ア ク セ ス に 使 用 さ れ る 入 口 針 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ お よ び 栓 塞 子 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 髄 核 腔 内 へ の ア ク セ ス を 示 す 図 １ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ を 介 し て の 髄 核 腔 内 へ の 導 管 を 示 す 図 １ の 横 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 髄 核 腔 か ら 生 体 髄 核 を 除 去 す る と こ ろ を 示 す 図 １ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 髄 核 腔 内 に 流 体 状 態 の 人 工 髄 核 を 充 填 す る と こ ろ を 示 す 図 １ の 横 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 固 体 状 態 の 人 工 髄 核 が 完 全 に 充 填 さ れ た 髄 核 腔 を 示 す 図 １ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 金 属 ス カ フ ォ ー ド を 使 用 し た 人 工 髄 核 の 他 の 実 施 形 態 の 一 段 階 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 図 １ ６ 】 金 属 ス カ フ ォ ー ド を 使 用 し た 人 工 髄 核 の 他 の 実 施 形 態 の 一 段 階 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 金 属 ス カ フ ォ ー ド を 使 用 し た 人 工 髄 核 の 他 の 実 施 形 態 の 一 段 階 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ ０ 　 椎 間 円 板
　 １ ２ 　 線 維 輪
　 １ ４ 　 髄 核
　 ２ ０ 　 ヘ ル ニ ア 様 椎 間 円 板
　 ２ ２ 　 ヘ ル ニ ア 様 髄 核
　 ２ ４ 　 破 裂 線 維 輪
　 ２ ６ 　 圧 縮 さ れ た 神 経
　 ３ ２ 　 コ ラ ー ゲ ン 線 維
　 ３ ４ 　 上 椎 骨
　 ３ ６ 　 下 椎 骨
　 ４ ２ 　 椎 骨 終 板
　 ４ ４ 　 圧 縮 荷 重
　 ４ ６ 　 半 径 方 向 の 力
　 ５ １ 　 髄 核 腔
　 ５ ２ 　 入 口 針
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　 ５ ３ 　 栓 塞 子
　 ５ ４ 　 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ
　 ５ ５ 　 栓 塞 子 ／ カ ニ ュ ー レ 組 立 体
　 ６ １ 　 サ ク シ ョ ン ／ ア ス ピ レ ー シ ョ ン カ テ ー テ ル
　 ７ ０ 　 機 械 作 動 型 デ ィ ス ペ ン サ
　 ７ ２ 　 デ ィ ス ペ ン サ 本 体
　 ７ ４ 　 デ ィ ス ペ ン サ の ト リ ガ
　 ７ ６ 　 デ ィ ス ペ ン サ の プ ラ ン ジ ャ
　 ８ ０ 　 二 重 チ ャ ン バ 型 カ ー ト リ ッ ジ
　 ８ １ 　 カ ー ト リ ッ ジ の Ａ チ ャ ン バ
　 ８ ２ 　 人 工 髄 核 の Ａ 部 分
　 ８ ３ 　 カ ー ト リ ッ ジ の Ｂ チ ャ ン バ
　 ８ ４ 　 人 工 髄 核 の Ｂ 部 分
　 ８ ６ 　 カ ー ト リ ッ ジ 先 端 部
　 ９ ０ 　 静 的 混 合 ノ ズ ル
　 ９ １ 　 静 的 混 合 ノ ズ ル の 遠 位 端
　 ９ ２ 　 静 的 混 合 ノ ズ ル の ベ ー ス
　 ９ ４ 　 混 合 フ ィ ン
　 １ ０ ２ 　 人 工 髄 核 （ 流 体 ）
　 １ ０ ４ 　 人 工 髄 核 （ 固 体 ）
　 １ ５ ２ 　 ス カ フ ォ ー ド 物 品
　 １ ５ ４ 　 ス カ フ ォ ー ド （ 集 合 さ れ た 物 品 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2006-515780 A 2006.6.8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2006-515780 A 2006.6.8



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(
AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IT,LU,MC,NL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,
GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,
DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,M
G,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ
,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100103609
            弁理士　井野　砂里
(72)発明者  デュラク　ゲアリー　アール
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９１３５５　ヴァレンシア　エスタバン　ドライヴ　２５８
            ６０
(72)発明者  バーラニ　アニール
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６９１　ミッション　ヴィージョ　リサンダ　ドライヴ
            　２４２６１
(72)発明者  モロイ　ポール　エイ
            英国領　チャネル　アイランズ　ジャーシー　ジェイイー２　７ティーワイ　セント　サヴィアー
            　バガテル　ロード　リンデン　ハウス
Ｆターム(参考) 4C081 AB04  CA062 CA151 CA181 CA231 CA251 CC02  CD091 DA12 
　　　　 　　  4C097 AA10  BB01  BB08  CC01  EE02  EE06  EE08  EE09  EE11 

(21) JP 2006-515780 A 2006.6.8



专利名称(译) 人工髓核及其注射方法

公开(公告)号 JP2006515780A 公开(公告)日 2006-06-08

申请号 JP2006501026 申请日 2004-01-16

[标]申请(专利权)人(译) 翻牌罪人甲公司

申请(专利权)人(译) Pushinagi公司

[标]发明人 デュラクゲアリーアール
バーラニアニール
モロイポールエイ

发明人 デュラク ゲアリー アール
バーラニ アニール
モロイ ポール エイ

IPC分类号 A61F2/44 A61L27/00 A61B17/00 A61F A61F2/00 A61F2/30 A61F2/46 A61L27/26

CPC分类号 A61F2/4611 A61B17/00234 A61F2/441 A61F2/4601 A61F2002/30088 A61F2002/30583 A61F2002
/444 A61F2002/4635 A61F2210/008 A61F2210/0085 A61L27/26

FI分类号 A61F2/44 A61L27/00.F

F-TERM分类号 4C081/AB04 4C081/CA062 4C081/CA151 4C081/CA181 4C081/CA231 4C081/CA251 4C081/CC02 
4C081/CD091 4C081/DA12 4C097/AA10 4C097/BB01 4C097/BB08 4C097/CC01 4C097/EE02 4C097
/EE06 4C097/EE08 4C097/EE09 4C097/EE11

优先权 60/441038 2003-01-17 US

其他公开文献 JP2006515780A5

外部链接 Espacenet

摘要(译)

甲为了修复解剖学上的功能和椎间盘的生理功能是提供一种人工髓核植
入微创注入纤维环髓核腔内。 一具有分配器，所述分配器中，（i）一近
端部分，具有远端部分的柱塞，所述入口端和出口端，连接于（ⅱ）一个
柱塞的近端部分上的分配致动器，（III）并且盒子可插入柱塞的入口
端，用于容纳流体状态的相变相生物材料。分配器可以机械地，气动地
或液压地操作。分配器还可以设置有附接到盒的喷嘴，用于将生物材料
分配到组织部位。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/cea98eed-0538-4f05-b9f3-21d8482594d2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032771892/publication/JP2006515780A?q=JP2006515780A

